
(57)【要約】

密封容器（９０）は、容器（１００）と、この容器を一

定範囲の内圧に渡って密封するための閉鎖部材（２００

）とを含んでいる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 心 縦 軸 線 と 、 こ の 中 心 縦 軸 線 と 交 差 す る 第 ２ 軸 線 と を 画 定 し 、 前 記 第 ２ 軸 線 が 前 記 中
心 縦 軸 線 に 対 し て 直 角 に 延 び て い る よ う な 容 器 を 備 え 、
　 こ の 容 器 は 、
　 当 該 容 器 内 の 容 器 内 側 と 、
　 こ の 容 器 内 側 に 対 し て 反 対 側 に 配 置 さ れ た 容 器 外 側 と 、
　 前 記 容 器 内 側 と 前 記 容 器 外 側 と の 間 に 液 体 の 流 通 を も た ら す 開 口 と 、
　 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 容 器 外 側 上 に 形 成 さ れ 前 記 第 ２ 軸 線 を 横 切 っ て 延 び る 第 ３ 軸 線
上 に あ る 第 １ 密 封 面 と 、
　 前 記 容 器 内 側 内 に 収 容 さ れ た 一 定 量 の 液 体 と 、
　 前 記 開 口 を 密 封 す る 閉 鎖 部 材 と 、
を 含 み 、
　 前 記 閉 鎖 部 材 は 、
　 第 １ 壁 部 第 １ 面 を 有 す る 第 １ 壁 部 と 、
　 こ の 第 １ 壁 部 か ら 延 び る 、 第 ２ 壁 部 第 １ 面 を 有 し た 第 ２ 壁 部 と 、
を 備 え 、
　 前 記 第 ２ 壁 部 第 １ 面 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 第 １ 壁 部 に 隣 接 し 、
　 前 記 第 １ 壁 部 第 １ 面 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 一 定 量 の 液 体 に 晒 さ れ て お り 、
　 前 記 一 定 量 の 液 体 は 、 そ の 中 に 溶 解 さ れ た 気 体 を 含 む 、 こ と を 特 徴 と す る 密 封 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 容 器 は 、 前 記 中 心 縦 軸 線 に 沿 っ て 前 記 開 口 か ら 前 記 容 器 内 部 に 向 か っ て 延 び る 第 １
方 向 を 更 に 画 定 し 、
　 前 記 容 器 は 、 前 記 第 ３ 軸 線 と 前 記 中 心 縦 軸 線 と の 交 点 に 位 置 す る 第 １ 頂 点 を 更 に 画 定 し
て お り 、
　 前 記 第 １ 頂 点 は 、 前 記 開 口 か ら 前 記 第 １ 方 向 に あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
密 封 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 容 器 は 、 前 記 第 １ 密 封 面 と 前 記 中 心 縦 軸 線 と の 間 に 形 成 さ れ る 第 １ 角 度 を 更 に 画 定
し て お り 、
　 前 記 第 １ 角 度 は １ ０ 度 未 満 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 密 封 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 容 器 は 、 第 ２ 密 封 面 を 更 に 備 え 、
　 こ の 第 ２ 密 封 面 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 容 器 外 側 上 に 形 成 さ れ 前 記 中 心 縦 軸 線 を 横 切
っ て 延 び る 第 ４ 軸 線 上 に あ り 、
　 前 記 閉 鎖 部 材 は 、 前 記 第 ２ 壁 部 か ら 延 び る 第 ３ 壁 部 を 更 に 備 え 、
　 こ の 第 ３ 壁 部 は 、 第 ３ 壁 部 第 １ 面 を 有 し 、
　 前 記 第 ３ 壁 部 第 １ 面 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 第 ２ 密 封 面 に 隣 接 し て い る 、 こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ 記 載 の 密 封 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 容 器 は 、 前 記 第 ４ 軸 線 と 前 記 第 ２ 軸 線 と の 間 に 形 成 さ れ る 第 ２ 角 度 を 更 に 画 定 し て
お り 、
　 前 記 第 ２ 角 度 は 鋭 角 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 密 封 容 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 容 器 外 側 は 、 周 囲 圧 力 に あ り 、
　 前 記 容 器 内 側 は 、 内 部 圧 力 に あ り 、
　 前 記 内 部 圧 力 は 、 前 記 周 囲 圧 力 よ り 少 な く と も １ ０ ｐ ｓ ｉ だ け 高 い 、 こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 記 載 の 密 封 容 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 容 器 内 側 圧 力 に あ る 容 器 内 側 を 備 え た 密 封 容 器 の た め の プ ラ ス チ ッ ク 製 ネ ジ な し 閉 鎖 部
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材 で あ っ て 、
　 第 １ 壁 部 第 １ 面 と 、 こ の 第 １ 壁 部 第 １ 面 と は 反 対 側 に 配 置 さ れ た 第 １ 壁 部 第 ２ 面 と を 有
す る 第 １ 壁 部 と 、
　 こ の 第 １ 壁 部 か ら 延 び る 第 ２ 壁 部 で あ っ て 、 少 な く と も 一 部 が 第 ３ 軸 線 上 に あ る 第 ２ 壁
部 第 １ 面 と 、 こ の 第 ２ 壁 部 第 １ 面 に 対 し て 反 対 側 に 配 置 さ れ た 第 ２ 壁 部 第 ２ 面 と を 有 す る
第 ２ 壁 部 と 、
　 前 記 第 ２ 壁 部 の 少 な く と も 一 部 に 形 成 さ れ た 螺 旋 状 脆 弱 部 と 、
を 備 え 、
　 前 記 第 １ 壁 部 第 １ 面 は 前 記 容 器 内 側 圧 力 に 晒 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 閉 鎖 部 材 。
【 請 求 項 ８ 】
　 中 心 縦 軸 線 に 沿 っ て 前 記 第 １ 壁 部 第 ２ 面 か ら 遠 ざ か る よ う に 前 記 第 １ 壁 部 第 １ 面 よ り 延
び る 第 １ 方 向 と 、
　 前 記 第 ３ 軸 線 と 前 記 中 心 縦 軸 線 と の 交 点 に 位 置 す る 第 １ 頂 点 と 、
を 画 定 し 、
　 前 記 第 １ 頂 点 は 、 前 記 第 １ 壁 部 第 １ 面 か ら 前 記 第 １ 方 向 に あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ７ 記 載 の プ ラ ス チ ッ ク 製 ネ ジ な し 閉 鎖 部 材 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 容 器 は 、 前 記 第 ２ 壁 部 第 １ 面 と 前 記 中 心 縦 軸 線 と の 間 に 形 成 さ れ る 第 １ 角 度 を 更 に
画 定 し て お り 、
　 前 記 第 １ 角 度 は １ ０ 度 未 満 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の プ ラ ス チ ッ ク 製 ネ
ジ な し 閉 鎖 部 材 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 ２ 壁 部 か ら 延 び る 第 ３ 壁 部 を 更 に 備 え 、 こ の 第 ３ 壁 部 は 第 ３ 壁 部 第 １ 面 を 有 す る
、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の プ ラ ス チ ッ ク 製 ネ ジ な し 閉 鎖 部 材 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 当 該 閉 鎖 部 材 は 、 中 心 縦 軸 線 に 対 し て 直 角 に 延 び る 第 ２ 軸 線 を 更 に 画 定 し 、
　 前 記 容 器 は 、 第 ４ 軸 線 と 前 記 第 ２ 軸 線 と の 間 に 形 成 さ れ る 第 ２ 角 度 を 更 に 画 定 し て お り
、 前 記 第 ２ 角 度 は 鋭 角 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の プ ラ ス チ ッ ク 製 ネ ジ な
し 閉 鎖 部 材 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 容 器 を 備 え た 密 封 容 器 で あ っ て 、
　 前 記 容 器 は 、
　 当 該 容 器 内 の 容 器 内 側 と 、
　 こ の 容 器 内 側 に 対 し て 反 対 側 に 配 置 さ れ た 容 器 外 側 と 、
　 前 記 容 器 内 側 と 前 記 容 器 外 側 と の 間 に 液 体 の 流 通 を も た ら す 開 口 と 、
　 前 記 容 器 外 側 上 に 形 成 さ れ た 容 器 第 １ 密 封 面 と 、
　 前 記 容 器 内 側 内 に 収 容 さ れ た 一 定 量 の 液 体 と 、
　 閉 鎖 部 材 第 １ 面 を 有 し た 、 前 記 開 口 を 密 封 す る 閉 鎖 部 材 と 、
を 含 み 、
　 当 該 密 封 容 器 は 、 少 な く と も 第 １ 状 態 お よ び 第 ２ 状 態 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 状 態 に お い て は 、 前 記 容 器 内 側 が 第 １ 圧 力 に あ っ て 、 前 記 閉 鎖 部 材 第 １ 面 の 少
な く と も 一 部 が 、 前 記 容 器 第 １ 密 封 面 の 少 な く と も 一 部 に 対 し て 第 １ レ ベ ル の 力 を 及 ぼ し
、
　 前 記 第 ２ 状 態 に お い て は 、 前 記 容 器 内 側 が 第 ２ 圧 力 に あ っ て 、 前 記 閉 鎖 部 材 第 １ 面 の 前
記 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 容 器 第 １ 密 封 面 の 前 記 少 な く と も 一 部 に 対 し て 第 ２ レ ベ ル の 力
を 及 ぼ し 、
　 前 記 第 ２ 圧 力 は 前 記 第 １ 圧 力 よ り も 大 き く 、 前 記 第 ２ レ ベ ル の 力 は 前 記 第 １ レ ベ ル の 力
よ り も 大 き い 、 こ と を 特 徴 と す る 密 封 容 器 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 容 器 は 、 中 心 縦 軸 線 と 、 こ の 中 心 縦 軸 線 と 交 差 し て 当 該 中 心 縦 軸 線 に 対 し て 直 角 に
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延 び る 第 ２ 軸 線 と を 画 定 し 、
　 前 記 容 器 は 、 前 記 第 ２ 軸 線 を 横 切 る 第 ３ 軸 線 を 画 定 し て お り 、
　 前 記 容 器 第 １ 密 封 面 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 第 ３ 軸 線 上 に あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ２ 記 載 の 密 封 容 器 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 閉 鎖 部 材 は 、
　 第 １ 壁 部 第 １ 面 を 有 す る 第 １ 壁 部 と 、
　 こ の 第 １ 壁 部 か ら 延 び る 第 ２ 壁 部 と 、
を 更 に 備 え 、
　 前 記 第 １ 壁 部 第 １ 面 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 一 定 量 の 液 体 に 晒 さ れ て お り 、
　 前 記 閉 鎖 部 材 第 １ 面 は 、 前 記 第 ２ 壁 部 上 に 形 成 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
３ 記 載 の 密 封 容 器 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 容 器 は 、 前 記 中 心 縦 軸 線 と 交 差 し て 当 該 中 心 縦 軸 線 を 横 切 る 第 ４ 軸 線 を 画 定 し 、
　 前 記 容 器 は 、 前 記 容 器 外 側 上 に 形 成 さ れ た 容 器 第 ２ 密 封 面 を 更 に 備 え 、 こ の 容 器 第 ２ 密
封 面 の 少 な く と も 一 部 は 前 記 第 ４ 軸 線 上 に あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 密 封
容 器 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 閉 鎖 部 材 は 、 前 記 第 ２ 壁 部 か ら 延 び る 第 ３ 壁 部 と 、 こ の 第 ３ 壁 部 上 に 形 成 さ れ た 閉
鎖 部 材 第 ２ 面 と を 更 に 備 え 、
　 前 記 第 １ 状 態 に お い て は 、 前 記 閉 鎖 部 材 第 ２ 面 の 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 容 器 第 ２ 密 封
面 の 少 な く と も 一 部 に 対 し て 第 ３ レ ベ ル の 力 を 及 ぼ し 、
　 前 記 第 ２ 状 態 に お い て は 、 前 記 閉 鎖 部 材 第 ２ 面 の 前 記 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 容 器 第 ２
密 封 面 の 前 記 少 な く と も 一 部 に 対 し て 第 ４ レ ベ ル の 力 を 及 ぼ し 、
　 前 記 第 ４ レ ベ ル の 力 は 前 記 第 ３ レ ベ ル の 力 よ り も 大 き い 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５
記 載 の 密 封 容 器 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 少 な く と も 第 ３ 状 態 を 更 に 有 し 、
　 こ の 第 ３ 状 態 に お い て は 、 前 記 容 器 内 側 が 第 ３ 圧 力 に あ っ て 、 前 記 閉 鎖 部 材 第 １ 面 の 前
記 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 容 器 第 １ 密 封 面 の 前 記 少 な く と も 一 部 に 対 し て 第 ３ レ ベ ル の 力
を 及 ぼ し 、
　 前 記 第 ３ 圧 力 は 前 記 第 ２ 圧 力 よ り も 大 き く 、 前 記 第 ３ レ ベ ル の 力 は 前 記 第 ２ レ ベ ル の 力
よ り も 小 さ い 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 密 封 容 器 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 ３ レ ベ ル の 力 は ゼ ロ で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 密 封 容 器 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 閉 鎖 部 材 第 １ 面 は 連 続 的 な 円 周 状 に 延 び る 面 で あ る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２
記 載 の 密 封 容 器 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 第 ３ 軸 線 は 、 前 記 中 心 縦 軸 線 と 交 差 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の 密 封
容 器 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 第 ４ 軸 線 は 、 前 記 第 ２ 軸 線 と 交 差 す る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 密 封 容
器 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 （ ａ ） 中 心 縦 軸 線 と 、 こ の 中 心 縦 軸 線 と 交 差 す る 第 ２ 軸 線 と を 画 定 し 、 前 記 第 ２ 軸 線 が
前 記 中 心 縦 軸 線 に 対 し て 直 角 に 延 び て い る よ う な 容 器 で あ っ て 、
　 当 該 容 器 内 の 容 器 内 側 と 、
　 こ の 容 器 内 側 に 対 し て 反 対 側 に 配 置 さ れ た 容 器 外 側 と 、
　 前 記 容 器 内 側 と 前 記 容 器 外 側 と の 間 に 液 体 の 流 通 を も た ら す 開 口 と 、
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　 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 容 器 外 側 上 に 形 成 さ れ 前 記 第 ２ 軸 線 を 横 切 っ て 延 び る 第 ３ 軸 線
上 に あ る 第 １ 密 封 面 と 、
を 備 え た 容 器 を 用 意 し 、
　 （ ｂ ） 第 １ 壁 部 第 １ 面 を 有 す る 第 １ 壁 部 と 、
　 こ の 第 １ 壁 部 か ら 延 び る 、 第 ２ 壁 部 第 １ 面 を 有 す る 第 ２ 壁 部 と 、
を 備 え た 閉 鎖 部 材 を 用 意 し 、
　 （ ｃ ） 前 記 容 器 内 側 の 中 に 一 定 量 の 液 体 を 計 量 分 配 し 、
　 （ ｄ ） 前 記 閉 鎖 部 材 を 、 前 記 容 器 と 接 す る よ う に 移 動 さ せ 、
　 （ ｅ ） 前 記 第 ２ 壁 部 第 １ 面 の 少 な く と も 一 部 を 、 前 記 第 １ 密 封 面 に 対 し て 密 封 状 態 で 係
合 さ せ 、
　 （ ｆ ） 前 記 第 １ 壁 部 第 １ 面 の 少 な く と も 一 部 を 、 前 記 一 定 量 の 液 体 に 対 し て 晒 す 、
こ と を 特 徴 と す る 容 器 の 密 封 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 （ ａ ’ ） 前 記 容 器 を 用 意 す る こ と は 、
　 第 ２ 密 封 面 を 更 に 備 え 、 こ の 第 ２ 密 封 面 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 容 器 外 側 上 に 形 成 さ
れ 前 記 中 心 縦 軸 線 を 横 切 っ て 延 び る 第 ４ 軸 線 上 に あ る よ う な 容 器 を 用 意 す る こ と を 含 み 、
　 （ ｂ ’ ） 前 記 閉 鎖 部 材 を 用 意 す る こ と は 、
　 前 記 第 ２ 壁 部 か ら 延 び る 第 ３ 壁 部 を 更 に 備 え 、 こ の 第 ３ 壁 部 は 、 第 ３ 壁 部 第 １ 面 を 有 し
、 こ の 第 ３ 壁 部 第 １ 面 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 第 ２ 密 封 面 に 隣 接 し て い る よ う な 閉 鎖 部
材 を 用 意 す る こ と を 含 む 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 容 器 外 側 は 、 周 囲 圧 力 に あ り 、
　 前 記 容 器 内 側 は 、 内 部 圧 力 に あ り 、
　 前 記 内 部 圧 力 は 、 前 記 周 囲 圧 力 よ り 少 な く と も １ ０ ｐ ｓ ｉ だ け 高 い 、 こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ ２ 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 概 し て 密 封 容 器 に 関 し 、 特 に 容 器 を 密 封 す る た め の 閉 鎖 部 材 （ 蓋 部 材 ） に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 容 器 は 様 々 な 適 用 例 に 用 い ら れ て い る 。 特 に １ つ の 適 用 例 と し て は 、 ト ニ ッ ク ウ オ ー タ
ー 、 ソ ー ダ ポ ッ プ 、 ビ ー ル 等 の よ う な 液 体 の 貯 蔵 お よ び 流 通 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 容 器 の １ つ の 形 式 は 瓶 で あ る 。 瓶 は 、 例 え ば パ リ ソ ン ・ ブ ロ ー 成 型 、 押 出 し ブ ロ ー 成 型
お よ び 射 出 成 型 を 含 む 多 く の 製 造 工 程 に よ っ て 製 造 さ れ 得 る 。 飲 料 工 業 に お い て 一 般 に 採
用 さ れ て き た 、 そ の よ う な 製 造 工 程 の １ つ が 、 ガ ラ ス の パ リ ソ ン ・ ブ ロ ー 成 型 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 瓶 の よ う な 容 器 は 一 般 に 、 閉 鎖 部 材 に よ っ て 密 封 さ れ る 。 閉 鎖 部 材 は 、 数 例 を 挙 げ る と
コ ル ク 栓 、 王 冠 な い し ツ イ ス ト ・ オ フ ・ キ ャ ッ プ の よ う な 様 々 な 一 般 的 要 素 で あ る 。 一 般
に 、 ガ ラ ス の 飲 料 容 器 は 、 王 冠 と 呼 ば れ る 閉 鎖 部 材 で 密 封 さ れ る 。 王 冠 は 従 来 、 鋼 鉄 で 構
成 さ れ る と 共 に 、 内 部 に 設 け ら れ た ラ イ ナ ー を 有 し て い る 。 鋼 鉄 の 王 冠 は 、 一 般 に 型 打 ち
金 属 加 工 工 程 で 造 ら れ 、 そ の 後 、 さ び 止 め 処 理 が な さ れ る 。 し ば し ば ト ッ プ ・ フ ィ ニ ッ シ
ュ と 呼 ば れ る 瓶 の 最 上 面 と 、 王 冠 と の 間 の シ ー ル 材 と し て ラ イ ナ ー が 設 け ら れ る 。 ラ イ ナ
ー は 一 般 に 、 軟 質 ウ レ タ ン 、 軟 質 プ ラ ス チ ッ ク 、 ラ テ ッ ク ス 、 ゴ ム 、 そ の 他 か ら 製 造 さ れ
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の ガ ラ ス 瓶 を 密 封 す る た め に は 、 ま ず 充 填 後 の 瓶 の 頂 部 上 へ 王 冠 が 配 置 さ れ る 。 そ
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し て 、 瓶 の 頂 部 の 周 囲 で 王 冠 が 成 形 さ れ る （ す な わ ち 「 曲 げ ら れ る 」 ） よ う 、 王 冠 が 瓶 に
対 し て 押 圧 さ れ る 。 そ の よ う な 次 第 で 、 ラ イ ナ ー が ト ッ プ ・ フ ィ ニ ッ シ ュ に 対 し て 圧 迫 さ
れ 、 こ れ に よ り 密 封 容 器 が も た ら さ れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 実 施 形 態 に お い て 、 本 発 明 の 開 示 は 、 中 心 縦 軸 線 と 、 こ の 中 心 縦 軸 線 と 交 差 す る 第 ２
軸 線 と を 画 定 し 、 前 記 第 ２ 軸 線 が 前 記 中 心 縦 軸 線 に 対 し て 直 角 に 延 び て い る よ う な 容 器 を
備 え 、 こ の 容 器 は 、 当 該 容 器 内 の 容 器 内 側 と 、 こ の 容 器 内 側 に 対 し て 反 対 側 に 配 置 さ れ た
容 器 外 側 と 、 前 記 容 器 内 側 と 前 記 容 器 外 側 と の 間 に 液 体 の 流 通 を も た ら す 開 口 と 、 少 な く
と も 一 部 が 、 前 記 容 器 外 側 上 に 形 成 さ れ 前 記 第 ２ 軸 線 を 横 切 っ て 延 び る 第 ３ 軸 線 上 に あ る
第 １ 密 封 面 と 、 前 記 容 器 内 側 内 に 収 容 さ れ た 一 定 量 の 液 体 と 、 前 記 開 口 を 密 封 す る 閉 鎖 部
材 と 、 を 含 み 、 前 記 閉 鎖 部 材 は 、 第 １ 壁 部 第 １ 面 を 有 す る 第 １ 壁 部 と 、 こ の 第 １ 壁 部 か ら
延 び る 、 第 ２ 壁 部 第 １ 面 を 有 し た 第 ２ 壁 部 と 、 を 備 え 、 前 記 第 ２ 壁 部 第 １ 面 の 少 な く と も
一 部 は 、 前 記 第 １ 壁 部 に 隣 接 し 、 前 記 第 １ 壁 部 第 １ 面 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 一 定 量 の
液 体 に 晒 さ れ て お り 、 前 記 一 定 量 の 液 体 は 、 そ の 中 に 溶 解 さ れ た 気 体 を 含 む 、 こ と を 特 徴
と す る 密 封 容 器 を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 も う １ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 本 発 明 の 開 示 は 、 容 器 内 側 圧 力 に あ る 容 器 内 側 を 備 え た
密 封 容 器 の た め の プ ラ ス チ ッ ク 製 ネ ジ な し 閉 鎖 部 材 で あ っ て 、 第 １ 壁 部 第 １ 面 と 、 こ の 第
１ 壁 部 第 １ 面 と は 反 対 側 に 配 置 さ れ た 第 １ 壁 部 第 ２ 面 と を 有 す る 第 １ 壁 部 と 、 こ の 第 １ 壁
部 か ら 延 び る 第 ２ 壁 部 で あ っ て 、 少 な く と も 一 部 が 第 ３ 軸 線 上 に あ る 第 ２ 壁 部 第 １ 面 と 、
こ の 第 ２ 壁 部 第 １ 面 に 対 し て 反 対 側 に 配 置 さ れ た 第 ２ 壁 部 第 ２ 面 と を 有 す る 第 ２ 壁 部 と 、
前 記 第 ２ 壁 部 の 少 な く と も 一 部 に 形 成 さ れ た 螺 旋 状 脆 弱 部 と 、 を 備 え 、 前 記 第 １ 壁 部 第 １
面 は 前 記 容 器 内 側 圧 力 に 晒 さ れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 閉 鎖 部 材 を 含 み 得 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 も う １ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 本 発 明 の 開 示 は 、 容 器 を 備 え た 密 封 容 器 で あ っ て 、 前 記
容 器 は 、 当 該 容 器 内 の 容 器 内 側 と 、 こ の 容 器 内 側 に 対 し て 反 対 側 に 配 置 さ れ た 容 器 外 側 と
、 前 記 容 器 内 側 と 前 記 容 器 外 側 と の 間 に 液 体 の 流 通 を も た ら す 開 口 と 、 前 記 容 器 外 側 上 に
形 成 さ れ た 容 器 第 １ 密 封 面 と 、 前 記 容 器 内 側 内 に 収 容 さ れ た 一 定 量 の 液 体 と 、 閉 鎖 部 材 第
１ 面 を 有 し た 、 前 記 開 口 を 密 封 す る 閉 鎖 部 材 と 、 を 含 み 、 当 該 密 封 容 器 は 、 少 な く と も 第
１ 状 態 お よ び 第 ２ 状 態 を 有 し 、 前 記 第 １ 状 態 に お い て は 、 前 記 容 器 内 側 が 第 １ 圧 力 に あ っ
て 、 前 記 閉 鎖 部 材 第 １ 面 の 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 容 器 第 １ 密 封 面 の 少 な く と も 一 部 に 対
し て 第 １ レ ベ ル の 力 を 及 ぼ し 、 前 記 第 ２ 状 態 に お い て は 、 前 記 容 器 内 側 が 第 ２ 圧 力 に あ っ
て 、 前 記 閉 鎖 部 材 第 １ 面 の 前 記 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 容 器 第 １ 密 封 面 の 前 記 少 な く と も
一 部 に 対 し て 第 ２ レ ベ ル の 力 を 及 ぼ し 、 前 記 第 ２ 圧 力 は 前 記 第 １ 圧 力 よ り も 大 き く 、 前 記
第 ２ レ ベ ル の 力 は 前 記 第 １ レ ベ ル の 力 よ り も 大 き い 、 こ と を 特 徴 と す る 密 封 容 器 を 含 み 得
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 も う １ つ の 実 施 形 態 に お い て 、 本 発 明 の 開 示 は 、 （ ａ ） 中 心 縦 軸 線 と 、 こ の 中 心 縦 軸 線
と 交 差 す る 第 ２ 軸 線 と を 画 定 し 、 前 記 第 ２ 軸 線 が 前 記 中 心 縦 軸 線 に 対 し て 直 角 に 延 び て い
る よ う な 容 器 で あ っ て 、 当 該 容 器 内 の 容 器 内 側 と 、 こ の 容 器 内 側 に 対 し て 反 対 側 に 配 置 さ
れ た 容 器 外 側 と 、 前 記 容 器 内 側 と 前 記 容 器 外 側 と の 間 に 液 体 の 流 通 を も た ら す 開 口 と 、 少
な く と も 一 部 が 、 前 記 容 器 外 側 上 に 形 成 さ れ 前 記 第 ２ 軸 線 を 横 切 っ て 延 び る 第 ３ 軸 線 上 に
あ る 第 １ 密 封 面 と 、 を 備 え た 容 器 を 用 意 し 、 （ ｂ ） 第 １ 壁 部 第 １ 面 を 有 す る 第 １ 壁 部 と 、
こ の 第 １ 壁 部 か ら 延 び る 、 第 ２ 壁 部 第 １ 面 を 有 す る 第 ２ 壁 部 と 、 を 備 え た 閉 鎖 部 材 を 用 意
し 、 （ ｃ ） 前 記 容 器 内 側 の 中 に 一 定 量 の 液 体 を 計 量 分 配 し 、 （ ｄ ） 前 記 閉 鎖 部 材 を 、 前 記
容 器 と 接 す る よ う に 移 動 さ せ 、 （ ｅ ） 前 記 第 ２ 壁 部 第 １ 面 の 少 な く と も 一 部 を 、 前 記 第 １
密 封 面 に 対 し て 密 封 状 態 で 係 合 さ せ 、 （ ｆ ） 前 記 第 １ 壁 部 第 １ 面 の 少 な く と も 一 部 を 、 前
記 一 定 量 の 液 体 に 対 し て 晒 す 、 こ と を 特 徴 と す る 容 器 の 密 封 方 法 を 含 み 得 る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 密 封 容 器 ９ ０ は 容 器 １ ０ ０ と 閉 鎖 部 材 ２ ０ ０ と を 備 え 得 る 。 説 明 的
な 目 的 の み の た め に 、 容 器 １ ０ ０ は 、 こ こ で は 瓶 １ ０ ０ と 称 さ れ る 。 ま た 、 説 明 的 な 目 的
の み の た め に 、 閉 鎖 部 材 ２ ０ ０ は 、 こ こ で は 王 冠 ２ ０ ０ と 称 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に 図 １ に 示 す よ う に 、 瓶 １ ０ ０ に は 、 上 部 １ ０ ２ 、 底 部 １ ０ ４ 、 外 周 壁 １ ０ ６ お よ び
ネ ッ ク １ ２ ０ が 設 け ら れ 得 る 。 こ の 瓶 １ ０ ０ の 構 成 は 、 底 部 １ ０ ４ 付 近 で よ り 大 径 で 上 部
１ ０ ２ 付 近 で は よ り 小 径 な 円 筒 形 の 幾 何 学 形 状 に 帰 着 し 得 る 。 し か し 、 瓶 は 任 意 の 様 々 な
幾 何 学 形 状 で 製 造 さ れ 得 る 、 と い う こ と が 特 記 さ れ る 。 ネ ッ ク １ ２ ０ 、 外 周 壁 １ ０ ６ お よ
び 底 部 １ ０ ４ は 、 開 口 １ ０ ８ （ 図 ５ ） 、 容 器 内 側 １ １ ０ （ 図 ５ ） お よ び 容 器 外 側 １ １ ２ を
有 す る 、 比 較 的 薄 い 壁 で 囲 ま れ た 物 体 を 画 定 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 瓶 １ ０ ０ は 、 プ ラ ス チ ッ ク や ガ ラ ス の よ う な 多 く の 合 成 物 で 造 ら れ 得 る 。 図 ５ に 示 す よ
う に 、 瓶 １ ０ ０ に は 、 上 部 １ ０ ２ に お い て 様 々 な 形 状 構 成 が 設 け ら れ 得 る 。 瓶 １ ０ ０ に は
、 以 下 で ト ッ プ ・ フ ィ ニ ッ シ ュ １ ２ ２ と 称 さ れ る 最 上 部 １ ２ ２ と 、 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ と 、
以 下 で キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ と 称 さ れ る 第 ２ 密 封 面 と が 設 け ら れ 得 る 。 ト ッ プ ・ フ ィ ニ ッ
シ ュ １ ２ ２ は 、 瓶 １ ０ ０ の 上 部 １ ０ ２ 上 に 設 け ら れ て い る 。 開 口 １ ０ ８ は 、 容 器 内 側 １ １
０ と 容 器 外 側 １ １ ２ と の 間 で 液 体 が 流 通 で き る よ う に す る よ う 、 ト ッ プ ・ フ ィ ニ ッ シ ュ １
２ ２ を 貫 通 し て 設 け ら れ て い る 。 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ は 、 瓶 の 上 部 １ ０ ２ に お い て そ の 外 側
１ １ ２ 上 に 設 け ら れ 得 る 。 こ の 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ は 、 ト ッ プ ・ フ ィ ニ ッ シ ュ １ ２ ２ に 隣 接
し た 円 筒 状 の 幾 何 学 形 状 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ト ッ プ ・ フ ィ ニ ッ シ ュ １ ２ ２ か ら 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ へ の 遷 移 部 に 、 瓶 角 部 １ ２ ８ が 配 置
さ れ 得 る 。 こ の 瓶 角 部 １ ２ ８ は 、 図 面 に お い て は 図 示 の 目 的 の た め に 「 鋭 い 」 角 部 と し て
示 さ れ て い る が 、 製 造 さ れ る 際 、 瓶 角 部 １ ２ ８ の よ う な 瓶 上 の 形 状 構 成 は 一 般 に 、 製 造 上
の 関 係 に よ る ア ー ル 形 状 や 面 取 り 形 状 を 有 す る 、 と い う こ と が 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 キ
ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ は 、 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ の 直 下 に 設 け ら れ 得 る 。 キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６
は 、 ト ッ プ ・ フ ィ ニ ッ シ ュ １ ２ ２ と 略 平 行 で 、 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ に 隣 接 し て い る こ と が で
き る 。 後 に 詳 述 す る よ う に 、 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ お よ び キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ は 、 代 替 実 施
形 態 に お い て テ ー パ 角 を 有 す る よ う に 形 成 さ れ 得 る 。 ま た 、 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ お よ び キ ャ
ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ の 幾 何 学 形 状 は 、 湾 曲 し て い て も よ く 、 さ も な け れ ば 、 図 面 に 示 し た 実
施 形 態 か ら 変 更 さ れ て い て も よ い 。 例 え ば 、 密 封 面 １ ２ ４ ， １ ２ ６ は 、 凹 状 や 凸 状 で あ っ
て も よ く 、 周 状 の リ ブ や 他 の 輪 郭 的 な バ リ エ ー シ ョ ン を 有 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 装 置 の 説 明 を 補 助 す る た め に 、 座 標 系 が 利 用 さ れ て い る 。 こ の 座 標 系 は 瓶 １ ０
０ や 王 冠 ２ ０ ０ の 実 際 の 物 理 的 形 状 構 成 で は な く 、 説 明 的 な 目 的 の み の た め に 利 用 さ れ る
単 な る 道 具 で あ る 。 こ の 座 標 系 は 、 中 心 縦 軸 線 １ ４ ０ （ 図 １ ） を 含 み 得 る 。 図 ５ に 示 す よ
う に 、 こ の 中 心 縦 軸 線 １ ４ ０ は 、 第 １ 方 向 １ ４ ４ と 、 反 対 の 第 ２ 方 向 １ ４ ２ の 両 方 向 へ 無
限 に 延 び る 線 で あ る 。 説 明 を 明 瞭 に す る た め に 、 方 向 １ ４ ２ を こ こ で は 上 方 向 １ ４ ２ と 称
し 、 方 向 １ ４ ４ を こ こ で は 下 方 向 １ ４ ４ と 称 す る 。 も ち ろ ん 、 こ れ ら の 用 語 は 瓶 １ ０ ０ の
向 き に よ っ て 変 わ る 相 対 的 な も の で あ る 、 と い う こ と が 理 解 さ れ る 。 上 方 向 １ ４ ２ と 下 方
向 １ ４ ４ の 両 方 向 は 、 ト ッ プ ・ フ ィ ニ ッ シ ュ １ ２ ２ を 起 点 と し て い る 。 中 心 縦 軸 線 １ ４ ０
は 、 瓶 １ ０ ０ の 仮 想 中 心 と 一 直 線 に 合 わ せ ら れ て い る 。 そ の よ う な 次 第 で 、 中 心 縦 軸 線 １
４ ０ は 、 瓶 １ ０ ０ の 近 似 的 な 中 心 軸 線 と な っ て い る 。 中 心 縦 軸 線 １ ４ ０ は 、 瓶 １ ０ ０ の 境
界 を 越 え て 延 び て い る の で 、 開 口 １ ０ ８ の 中 心 お よ び 底 部 １ ０ ４ （ 図 １ ） の 中 心 を 通 っ て
進 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 座 標 系 の も う １ つ の 軸 線 が 第 ２ 軸 線 １ ５ ０ で あ る 。 こ の 第 ２ 軸 線 １
５ ０ は 、 中 心 縦 軸 線 １ ４ ０ と 直 交 交 点 を 形 成 す る よ う に 交 差 す る 基 準 線 で あ る 。 例 示 に 示
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す よ う に 、 第 ２ 軸 線 １ ５ ０ は 瓶 の ト ッ プ ・ フ ィ ニ ッ シ ュ １ ２ ２ と 同 一 平 面 上 に あ る 。 し か
し 、 第 ２ 軸 線 １ ５ ０ の こ の 位 置 は 、 説 明 的 な 目 的 の み の た め に こ の 位 置 に 設 け ら れ た 例 示
的 な 交 差 位 置 で あ る 、 と い う こ と が 特 記 さ れ る 。 第 ２ 軸 線 １ ５ ０ は 、 こ れ に 代 わ る 任 意 の
位 置 で 中 心 縦 軸 線 １ ４ ０ と 交 差 し て い て も よ い 。 ま た 、 第 ２ 軸 線 １ ５ ０ は 、 中 心 縦 軸 線 １
４ ０ と の 交 点 か ら 両 方 向 へ 無 限 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 密 封 容 器 ９ ０ （ 図 １ ） に は 王 冠 ２ ０ ０ が 設 け ら れ る 。 こ の 王 冠 ２ ０
０ は 、 瓶 の 内 側 １ １ ０ を 包 む よ う に 保 護 す る た め に 利 用 さ れ る 閉 鎖 装 置 で あ り 、 こ れ に よ
り 容 器 内 側 １ １ ０ が 外 部 環 境 か ら 隔 て ら れ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 王 冠 ２ ０ ０ に は 、 第 １
壁 部 ２ ０ ２ と 第 ２ 壁 部 ２ ０ ４ と が 設 け ら れ て い る 。 説 明 的 な 目 的 の み の た め に 、 第 １ 壁 部
２ ０ ２ は 以 下 で 天 板 ２ ０ ２ と 称 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ 壁 部 ２ ０ ４ は 以 下 で ス カ ー ト ２ ０ ４ と
称 さ れ る 。 天 板 ２ ０ ２ に は 、 上 面 ２ ０ ６ 、 反 対 側 に 配 置 さ れ た 第 １ 壁 部 第 １ 面 ２ ０ ８ 、 お
よ び 面 取 り 角 部 ２ １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 説 明 的 な 目 的 の み の た め に 、 第 １ 壁 部 第 １ 面 ２
０ ８ は 以 下 で 下 面 ２ ０ ８ （ 図 ５ ） と 称 さ れ る 。 上 、 下 面 ２ ０ ６ ， ２ ０ ８ お よ び 面 取 り 角 部
２ １ ０ は 、 瓶 １ ０ ０ の ト ッ プ ・ フ ィ ニ ッ シ ュ １ ２ ２ よ り も 僅 か に 大 径 な 円 盤 状 の 幾 何 学 形
状 を 画 定 す る 。 王 冠 ２ ０ ０ は 、 プ ラ ス チ ッ ク を 含 む 多 く の 材 料 の い ず れ か よ り 製 造 さ れ 得
る 。 王 冠 を 製 造 し 得 る 適 当 な プ ラ ス チ ッ ク の 例 に は 、 ポ リ エ チ レ ン お よ び ポ リ プ ロ ピ レ ン
が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 ス カ ー ト ２ ０ ４ は 、 天 板 ２ ０ ２ の 下 面 ２ ０ ８ 上 に 設 け る こ と が で き
る 。 ス カ ー ト ２ ０ ４ は 、 瓶 １ ０ ０ の 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ よ り 僅 か に 大 き い 幾 何 学 形 状 の 略 円
筒 形 を 画 定 し 得 る 。 ス カ ー ト ２ ０ ４ に は 、 第 ２ 壁 部 第 １ 面 ２ ２ ０ 、 反 対 側 に 配 置 さ れ た 第
２ 壁 部 第 ２ 面 ２ ２ ２ 、 お よ び 底 部 ２ ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 説 明 的 な 目 的 の み の た め に 、
第 ２ 壁 部 第 １ 面 ２ ２ ０ は 以 下 で ス カ ー ト 内 面 ２ ２ ０ と 称 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ 壁 部 第 ２ 面 ２
２ ２ は 以 下 で ス カ ー ト 外 面 ２ ２ ２ と 称 さ れ る 。 ス カ ー ト ２ ０ ４ に は 、 第 ３ 壁 部 ２ ２ ６ が 設
け ら れ 得 る 。 説 明 的 な 目 的 の み の た め に 、 第 ３ 壁 部 ２ ２ ６ は 以 下 で キ ャ ッ チ （ 捕 捉 部 ） ２
２ ６ と 称 さ れ る 。 こ の キ ャ ッ チ ２ ２ ６ に は 、 第 ３ 壁 部 第 １ 面 ２ ２ ７ が 設 け ら れ 得 る 。 キ ャ
ッ チ ２ ２ ６ は 、 内 面 ２ ２ ０ の 全 周 に お け る 連 続 的 な 円 周 状 の 形 状 構 成 を 形 成 し 得 る 。 ス カ
ー ト ２ ０ ４ に は 、 更 に 傾 斜 部 （ ラ ン プ ） ２ ３ ０ が 設 け ら れ 得 る 。 こ の 傾 斜 部 ２ ３ ０ は 、 ス
カ ー ト 底 部 ２ ２ ４ 上 の 内 側 面 取 り 部 を 形 成 し 得 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 以 下 に 傾 斜 部 基 準 線 ２ ３ ２ と 称 さ れ る 第 ５ 軸 線 ２ ３ ２ を 中 心 縦 軸
線 １ ４ ０ の 回 り に 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 傾 斜 部 の 基 準 的 な 幾 何 学 形 状 が 画 定 さ れ 得 る
。 こ の 傾 斜 部 基 準 線 ２ ３ ２ は 、 傾 斜 部 頂 点 ２ ３ ４ に お い て 中 心 縦 軸 線 １ ４ ０ と 交 差 す る 。
傾 斜 部 基 準 線 ２ ３ ２ と 中 心 縦 軸 線 １ ４ ０ と の 間 の 角 度 を 示 す 、 以 下 に 傾 斜 部 角 度 ２ ６ ４ と
称 さ れ る 第 ３ 角 度 ２ ６ ４ が 、 図 １ ５ に 示 さ れ て い る 。 ラ ン プ 基 準 線 ２ ３ ２ の 回 転 は 、 そ の
上 に 傾 斜 部 ２ ３ ０ の 少 な く と も 一 部 が 存 在 す る よ う な 平 面 を 表 し て 傾 斜 部 の 基 準 と な る ３
次 元 幾 何 学 形 状 を 画 定 す る 。 図 示 の 例 示 に お い て は 、 傾 斜 部 角 度 ２ ６ ４ は 約 １ ２ ０ 度 で あ
る が 、 傾 斜 部 角 度 ２ ６ ４ を 任 意 の 鈍 角 と し 得 る 、 と い う こ と が 特 記 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 ス カ ー ト ２ ０ ４ に は 、 更 に リ リ ー ス （ 解 放 部 ） ２ ５ ０ が 設 け ら れ 得
る 。 こ の リ リ ー ス ２ ５ ０ は 、 ス カ ー ト ２ ０ ４ 上 に 設 け ら れ た 形 状 構 成 に よ っ て 画 定 さ れ 得
る 。 そ の よ う な 形 状 構 成 に は 、 螺 旋 状 脆 弱 部 ２ ５ ２ 、 引 裂 き 部 ２ ５ ４ 、 結 合 部 ２ ５ ６ お よ
び タ ブ ２ ５ ８ が 含 ま れ 得 る 。 説 明 的 な 目 的 の み の た め に 、 螺 旋 状 脆 弱 部 ２ ５ ２ は 以 下 で ス
コ ア ２ ５ ２ と 称 さ れ る 。 こ の ス コ ア ２ ５ ２ は 、 ス カ ー ト ２ ０ ４ の 外 面 ２ ２ ２ 上 に 設 け ら れ
得 る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ の 例 示 に お い て は 、 ス コ ア ２ ５ ２ は ス カ ー ト ２ ０ ４ に お け る 溝 部 で あ る 。 ス コ ア ２
５ ２ は 、 ス カ ー ト ２ ０ ４ の 壁 厚 を 減 少 さ せ 、 こ れ に よ り 、 ス カ ー ト ２ ０ ４ と リ リ ー ス ２ ５
０ と の 間 の 分 離 部 を も た ら す 。 ま た 、 ス コ ア ２ ５ ２ に は 、 ス カ ー ト ２ ０ ４ の 底 部 ２ ２ ４ か
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ら 延 び る 垂 直 部 ２ ５ ３ （ 図 ９ ） が 設 け ら れ 得 る 。 図 示 の 例 示 に お い て は 、 ス コ ア ２ ５ ２ は
、 円 筒 状 に 、 ま た ス カ ー ト ２ ０ ４ 上 を 底 部 ２ ２ ４ か ら 天 板 ２ ０ ２ に 向 か っ て 上 方 向 １ ４ ２
へ 垂 直 に 、 螺 旋 を 描 く よ う に 延 び て い る 。 ス コ ア ２ ５ ２ の 少 な く と も 一 部 は 、 図 ４ に 示 す
よ う に 天 板 基 準 面 ２ ６ ８ と 交 差 す る ス コ ア 基 準 面 ２ ６ ６ 上 に 配 置 さ れ 得 る 。 引 裂 き 部 ２ ５
４ は 、 ス カ ー ト ２ ０ ４ の 底 部 ２ ２ ４ 付 近 に 配 置 さ れ て タ ブ ２ ５ ８ に 結 合 さ れ 得 る 。 結 合 部
２ ５ ６ は 、 リ リ ー ス ２ ５ ０ の 引 裂 き 部 ２ ５ ４ と は 反 対 の 側 に 配 置 さ れ 得 る 。 後 述 す る よ う
に 、 結 合 部 ２ ５ ６ は 、 ひ と た び ス コ ア ２ ５ ２ が ひ き 裂 か れ る と 、 リ リ ー ス ２ ５ ０ を ス カ ー
ト ２ ０ ４ に 対 し て 保 持 す る の に 役 立 つ 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に し て 王 冠 ２ ０ ０ が 瓶 １ ０ ０ 上 に 取 り 付 け ら れ る こ と で 、 密 封 容 器 ９ ０
（ 図 ６ ） が 製 造 さ れ る 。 充 填 作 業 中 、 開 口 １ ０ ８ を 通 じ て 瓶 １ ０ ０ の 内 側 １ １ ０ へ 液 体 が
計 量 分 配 さ れ る 。 瓶 １ ０ ０ 内 へ 計 量 分 配 さ れ 得 る 液 体 は 、 様 々 な 液 体 の い ず れ か と す る こ
と が で き る 。 そ の よ う な 液 体 は 、 水 溶 液 と す る こ と が で き 、 或 い は そ の 中 に 含 有 さ れ る 気
体 を 含 む こ と も で き る 。 気 体 を 含 有 し た 液 体 に は 、 炭 化 ガ ス 、 不 活 性 ガ ス な い し 酸 化 ガ ス
の よ う な 様 々 な 気 体 の い ず れ か が 含 ま れ 得 る 。 瓶 １ ０ ０ 内 に 十 分 な 量 の 液 体 が 計 量 分 配 さ
れ た ら 、 そ の 瓶 １ ０ ０ に 対 し て 王 冠 ２ ０ ０ が 取 り 付 け ら れ る 。 瓶 １ ０ ０ に 対 し て 王 冠 ２ ０
０ を 取 り 付 け る こ と で 、 密 封 容 器 ９ ０ が も た ら さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 図 ５ に 示 す よ う に 、 ス カ ー ト 底 部 ２ ２ ４ を 瓶 １ ０ ０ の ト ッ プ ・ フ ィ ニ ッ シ ュ １ ２
２ へ 隣 接 す る よ う に 位 置 決 め す る こ と で 、 瓶 １ ０ ０ に 対 す る 王 冠 ２ ０ ０ の 取 り 付 け が 行 わ
れ る 。 王 冠 ２ ０ ０ は 、 傾 斜 部 ２ ３ ０ が 瓶 角 部 １ ２ ８ に 接 触 す る ま で 下 方 向 １ ４ ４ へ 移 動 す
る 。 王 冠 ２ ０ ０ は 下 方 向 １ ４ ４ へ 押 圧 さ れ 、 こ れ に よ り ス カ ー ト ２ ０ ４ の 撓 み が 引 き 起 こ
さ れ る 。 ス カ ー ト ２ ０ ４ は 、 そ の 外 周 が 一 時 的 に 拡 大 す る よ う に 撓 み 、 こ れ に よ り キ ャ ッ
チ ２ ２ ６ は 瓶 角 部 １ ２ ８ を 通 過 す る こ と が で き る 。 さ ら に 下 方 向 １ ４ ４ へ 移 動 す る 間 、 キ
ャ ッ チ ２ ２ ６ は 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ 上 を 摺 動 す る 。 天 板 ２ ０ ２ の 底 部 （ 下 面 ） ２ ０ ８ が ト ッ
プ ・ フ ィ ニ ッ シ ュ １ ２ ２ に 接 す る ま で 王 冠 ２ ０ ０ が 移 動 し た ら 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 キ ャ
ッ チ ２ ２ ６ が キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ と 「 ス ナ ッ プ 式 に 係 合 」 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ス カ ー ト ２ ０ ４ の 撓 み は 、 王 冠 ２ ０ ０ の 成 型 材 料 の 機 械 的 特 性 と 本 明 細 書 に 開 示 さ れ た
設 計 と に よ っ て 生 じ る も の で あ る 。 王 冠 ２ ０ ０ の 取 り 付 け は 、 王 冠 ２ ０ ０ 自 身 に 対 し て 自
ら の 形 状 を 実 質 的 に 変 え な い よ う な 力 を 及 ぼ す も の で あ る 、 と い う こ と に 注 目 す る こ と が
重 要 で あ る 。 従 っ て 、 そ の 取 付 け 力 は 、 王 冠 ２ ０ ０ の 永 久 変 形 を 引 き 起 こ す 力 よ り も 小 さ
い （ す な わ ち 、 そ の 力 は 材 料 の 弾 性 限 度 よ り お 小 さ い ） 。 そ の よ う な 次 第 で 、 王 冠 ２ ０ ０
は 、 瓶 １ ０ ０ 上 に 「 ス ナ ッ プ 式 に 取 り 付 け 」 さ れ た 後 に お い も 、 製 造 時 と 同 様 の 寸 法 を 保
つ 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 密 封 容 器 ９ ０ は 、 輸 送 用 に 包 装 さ れ る と 目 的 地 へ 配 送 さ れ る 。 後 の 議 論 の た め 、 流 通 に
よ っ て 密 封 容 器 ９ ０ の 撹 拌 お よ び ／ ま た は 温 度 上 昇 が 生 じ 得 る 、 と い う こ と に 注 目 す る こ
と が 重 要 で あ る 。 密 封 容 器 ９ ０ の 撹 拌 お よ び 温 度 上 昇 は 、 液 体 、 特 に ソ ー ダ ポ ッ プ 、 ト ニ
ッ ク ウ オ ー タ ー 、 ビ ー ル 、 セ ル ツ ア 炭 酸 水 等 の よ う な 気 体 を 含 有 し た 液 体 に お け る 内 圧 （
内 部 圧 力 ） の 上 昇 と い う 結 果 を 招 く 。 そ の よ う な 次 第 で 、 密 封 容 器 ９ ０ は 内 圧 の 変 動 に 対
す る 相 当 の 許 容 量 を 要 す る 。 従 っ て 、 密 封 容 器 ９ ０ は 、 そ の 内 部 に 収 容 し た 液 体 が 漏 れ た
り 駄 目 に な っ た り し な い こ と を 確 保 す る た め に 、 一 定 範 囲 の 圧 力 に 渡 る 密 封 を も た ら し 得
る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 充 填 お よ び 流 通 後 の あ る 時 点 で 、 密 封 容 器 ９ ０ は 消 費 者 に よ っ て 開 け ら れ る 。 図 ８ に 示
す よ う に 、 密 封 容 器 ９ ０ を 開 け る た め に 、 消 費 者 は 王 冠 ２ ０ ０ 上 の タ ブ ２ ５ ８ を 引 っ 張 る
。 タ ブ ２ ５ ８ を 引 っ 張 る こ と で 、 ス コ ア ２ ５ ２ が 破 れ て 、 リ リ ー ス ２ ５ ０ の 引 裂 き 部 ２ ５
４ が ス カ ー ト ２ ０ ４ か ら 分 離 す る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 リ リ ー ス ２ ５ ０ の 分 離 に よ っ て 、
キ ャ ッ チ ２ ２ ６ の 一 部 が キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ と の 係 合 か ら 外 れ る よ う に 移 動 す る 。 キ ャ
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ッ チ ２ ２ ６ が も は や キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ と 係 合 し て い な い の で 、 密 封 容 器 ９ ０ 内 の 内 圧
が 瓶 １ ０ ０ か ら 逃 げ は じ め 得 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 タ ブ ２ ５ ８ を さ ら に 引 っ 張 る こ と で 、 ス コ ア ２ ５ ２ に お け る リ リ ー
ス ２ ５ ０ の 分 離 が 結 合 部 ２ ５ ６ ま で 継 続 さ れ る 。 ス コ ア ２ ５ ２ を さ ら に 引 っ 張 っ て い る 間
、 リ リ ー ス ２ ５ ０ は ス カ ー ト ２ ０ ４ か ら さ ら に 分 離 さ れ 、 瓶 １ ０ ０ 内 に 残 っ て い る 内 圧 が
全 て 解 放 さ れ 得 る 。 リ リ ー ス ２ ５ ０ が 結 合 部 ２ ５ ６ で ス カ ー ト ２ ０ ４ へ ヒ ン ジ 式 に 結 合 さ
れ て い る だ け の 状 態 に な る と 、 王 冠 ２ ０ ０ 全 体 が 瓶 １ ０ ０ か ら 取 り 外 さ れ 得 る 。 王 冠 ２ ０
０ が 瓶 １ ０ ０ か ら 完 全 に 取 り 外 さ れ た と き 、 リ リ ー ス ２ ５ ０ は ス カ ー ト ２ ０ ４ に 結 合 さ れ
た ま ま で あ る 。 王 冠 ２ ０ ０ が 瓶 １ ０ ０ か ら 取 り 外 さ れ る こ と で 、 そ の 中 の 内 容 物 が 開 口 １
０ ８ を 通 じ て 使 用 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス コ ア ２ ５ ２ の 螺 旋 形 状 が 、 図 ９ に 示 す よ う な 制 御 さ れ た 解 放 を 可 能 と す る ス カ ー ト 内
面 ２ ２ ０ の 吹 出 し 誘 導 部 ２ ２ １ を も た ら す 、 と い う こ と に 注 目 す る こ と が 重 要 で あ る 。 圧
力 の 制 御 さ れ た 解 放 は 、 圧 力 、 液 体 お よ び ／ ま た は 泡 の 下 方 向 １ ４ ４ へ の 解 放 を 可 能 と す
る 。 そ の よ う な 次 第 で 、 密 封 容 器 ９ ０ が 開 け ら れ る と き に 、 圧 力 、 液 体 お よ び ／ ま た は 泡
の 解 放 が 消 費 者 に 向 け ら れ な い よ う に す る こ と が で き る 。 圧 力 、 液 体 お よ び ／ ま た は 泡 は
、 消 費 者 へ 吹 き 出 す 代 わ り に 、 吹 出 し 誘 導 部 ２ ２ １ と 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ と の 間 で 下 方 向 １
４ ４ へ 誘 導 さ れ る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 こ の 制 御 さ れ た 圧 力 の 解 放 は 、 内 圧 、 液 体 お よ び
／ ま た は 泡 が 容 器 内 側 １ １ ０ か ら 逃 げ 出 す と い う 結 果 に つ な が る 。 こ の 内 圧 は 、 ト ッ プ ・
フ ィ ニ ッ シ ュ １ ２ ２ と 天 板 底 部 （ 下 面 ） ２ ０ ８ と の 間 を 通 過 す る 。 ト ッ プ ・ フ ィ ニ ッ シ ュ
１ ２ ２ を 通 過 し た 後 、 内 圧 は 瓶 角 部 １ ２ ８ を 通 過 し て 逃 げ 出 し 続 け る 。 瓶 角 部 １ ２ ８ を 通
過 し た 後 、 内 圧 は 、 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ の 吹 出 し 誘 導 部 ２ ２ １ と ス カ ー ト 内 面 ２ ２ ０ と の 間
を 移 動 し て 行 く 。 吹 出 し 誘 導 部 ２ ２ １ を 通 過 し た 後 、 内 圧 、 液 体 お よ び ／ ま た は 泡 は 、 下
方 向 １ ４ ４ へ 誘 導 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 密 封 容 器 の 状 態
　 上 述 し た よ う に 、 密 封 容 器 ９ ０ は 、 例 え ば 撹 拌 や 温 度 上 昇 に よ る 、 内 圧 の 変 動 を 被 り 得
る 。 こ こ で は 、 そ の 内 圧 の 様 々 な 例 示 的 段 階 を 説 明 す る 。 図 １ ０ ～ １ ３ に 示 す よ う に 、 密
封 容 器 ９ ０ に お け る 容 器 外 側 に 存 在 す る 周 囲 圧 力 に 対 し て の 内 圧 の 強 弱 （ ダ イ ナ ミ ク ス ）
を 詳 細 に 示 す た め に 、 任 意 目 盛 （ arbitrary scale） ８ ０ が 利 用 さ れ て い る 。 こ の 任 意 目
盛 ８ ０ は 、 密 封 容 器 ９ ０ の 最 大 圧 力 許 容 量 を 表 す ０ ～ １ ０ ０ パ ー セ ン ト の 範 囲 を 示 す 。 図
１ ０ に 示 す 状 態 に お い て 、 瓶 内 に は 周 囲 状 態 （ す な わ ち 外 部 状 態 ） に 対 し て の 圧 力 は 存 在
し て お ら ず 、 従 っ て 、 目 盛 は 最 大 許 容 量 の ゼ ロ パ ー セ ン ト の 読 み を 示 し て い る 。 一 方 、 図
１ ３ は 、 密 封 容 器 ９ ０ の 内 圧 が 殆 ど 最 大 圧 力 許 容 量 に 達 し て い る 状 態 を 描 い て お り 、 従 っ
て 、 目 盛 ８ ０ は 最 大 許 容 量 の ９ ０ パ ー セ ン ト の 読 み を 示 し て い る 。 ビ ー ル の よ う な 飲 料 を
含 む 、 瓶 １ ０ ０ の よ う な 容 器 は 、 約 １ ０ ｐ ｓ ｉ （ ポ ン ド 毎 平 方 イ ン チ ） か ら １ ０ ０ ｐ ｓ ｉ
ま で 変 化 す る 内 圧 を 有 し 得 る と い う こ と が 定 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 説 明 を 明 瞭 に す る た め に 、 表 面 に 作 用 し て 力 を 生 じ さ せ る 圧 力 の 物 理 的 原 理 を 説 明 す る
。 力 は （ 単 位 が 合 っ て い る と 仮 定 す れ ば ） 表 面 積 に 圧 力 を 掛 け た 積 で あ る 。 圧 力 に さ ら さ
れ る 表 面 （ 例 え ば 天 板 底 部 （ 下 面 ） ２ ０ ８ ） は 、 前 記 の 等 式 に 従 っ て 力 に 帰 す る こ と が で
き る 。 実 例 を 用 い れ ば 、 天 板 底 部 （ 下 面 ） ２ ０ ８ が 例 え ば １ ． ２ 平 方 イ ン チ の 表 面 積 を 有
す る と 共 に 外 圧 よ り も ２ ０ ｐ ｓ ｉ だ け 高 い 内 圧 に さ ら さ れ る 場 合 、 天 板 ２ ０ ２ は 上 方 向 １
４ ２ へ ２ ４ ポ ン ド の 力 を 受 け る で あ ろ う 。 も う １ つ の 例 に お い て は 、 ス カ ー ト ２ ０ ４ 上 に
作 用 す る 内 圧 か ら 生 じ る 力 は 、 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ と 接 し て い な い ス カ ー ト 内 面 ２ ２ ０ の 表
面 積 に 、 内 圧 と 外 圧 と の 間 の 圧 力 差 を 乗 じ る こ と に よ っ て 定 め ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 適 用 さ れ る 任 意 目 盛 ８ ０ 、 お よ び 表 面 に 作 用 し て 力 を 生 み 出 す 圧 力 の 原 理 へ の 導 入 を も
た ら し た と こ ろ で 、 こ こ に 複 数 の 異 な る 状 態 の 詳 細 な 説 明 を 提 示 す る こ と に す る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゼ ロ 圧 力 状 態
　 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 ゼ ロ 圧 力 状 態 は 、 王 冠 ２ ０ ０ が 瓶 １ ０ ０ へ し っ か り 取 り 付 け ら れ
て 、 内 圧 と 外 圧 と の 間 に 差 の な い 密 封 容 器 ９ ０ を 形 成 し て い る 場 合 に 存 在 す る 。 任 意 目 盛
８ ０ に 示 す よ う に 、 内 圧 は 本 質 的 に 最 大 許 容 量 の ゼ ロ パ ー セ ン ト で あ る 。 上 述 し た よ う に
、 こ の 状 態 は 一 般 的 に 、 充 填 お よ び 王 冠 ２ ０ ０ の 取 り 付 け の 直 後 に 生 じ る 。 こ の 状 態 に お
い て は 、 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ と ス カ ー ト 内 面 ２ ２ ０ と の 間 の 境 界 面 、 お よ び キ ャ ッ チ 密 封 面
１ ２ ６ と キ ャ ッ チ ２ ２ ６ と の 間 の 境 界 面 が 密 封 面 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 天 板 膨 出 状 態
　 図 １ １ に 示 す 天 板 膨 出 状 態 の 間 、 容 器 内 に は 、 天 板 ２ ０ ２ の 膨 出 を 招 く よ う な 内 圧 の 第
１ の 大 き さ が 存 在 す る 。 任 意 目 盛 ８ ０ に 示 す よ う に 、 圧 力 は ご く 小 さ く 、 例 え ば 最 大 許 容
量 の ２ ５ パ ー セ ン ト で あ る 。 天 板 ２ ０ ２ は Ｄ １ の 距 離 だ け 膨 出 し 得 る 。 天 板 ２ ０ ２ が 膨 出
す る の は 、 天 板 底 部 （ 下 面 ） ２ ０ ８ の 表 面 積 が 内 圧 に さ ら さ れ る 結 果 と し て 、 上 述 し た 原
理 に 従 っ て 発 生 す る 力 の せ い で あ る 。 こ の 状 態 に お い て は 、 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ と ス カ ー ト
内 面 ２ ２ ０ と の 間 の 境 界 面 、 お よ び キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ と キ ャ ッ チ ２ ２ ６ と の 間 の 境 界
面 が 密 封 面 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス カ ー ト 降 伏 状 態
　 天 板 膨 出 状 態 よ り も 少 し 高 い 内 圧 に お い て は 、 図 １ ２ に 示 す よ う な ス カ ー ト 降 伏 状 態 が
生 じ 得 る 。 図 １ ２ の 任 意 目 盛 ８ ０ に 示 す よ う に 、 内 圧 は 、 天 板 膨 出 状 態 よ り も 少 し 高 く 、
例 え ば 最 大 許 容 量 の ５ ５ パ ー セ ン ト で あ る 。 ス カ ー ト 降 伏 状 態 は 、 距 離 Ｄ ２ だ け ス カ ー ト
２ ０ ４ が 伸 長 す る と い う 結 果 に つ な が る 。 こ の ス カ ー ト の 降 伏 は 、 内 圧 に よ っ て 天 板 底 部
（ 下 面 ） ２ ０ ８ に 加 え ら れ る 力 に よ る も の で あ る 。 こ の 力 は 、 ス カ ー ト を 、 そ の 降 伏 （ す
な わ ち 「 引 き 延 ば し 」 ） を 生 じ さ せ る 張 力 の 下 に 置 く の で あ る 。 ス カ ー ト 降 伏 状 態 の 間 、
第 １ 密 封 面 １ ２ ４ と ス カ ー ト 内 面 ２ ２ ０ と の 間 の 境 界 面 、 お よ び キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ と
キ ャ ッ チ ２ ２ ６ と の 間 の 境 界 面 が 密 封 面 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス カ ー ト 膨 出 状 態
　 ス カ ー ト 降 伏 状 態 よ り も 少 し 高 い 内 圧 に お い て は 、 図 １ ３ に 示 す よ う な ス カ ー ト 膨 出 状
態 が 生 じ 得 る 。 図 １ ３ の 任 意 目 盛 ８ ０ に 示 す よ う に 、 内 圧 は 、 ス カ ー ト 降 伏 状 態 よ り も 少
し 高 く 、 例 え ば 最 大 許 容 量 の ９ ０ パ ー セ ン ト で あ る 。 ス カ ー ト 膨 出 状 態 は 、 ス カ ー ト ２ ０
４ が 半 径 方 向 に 距 離 Ｄ ３ だ け 引 き 延 ば さ れ る と い う 結 果 に つ な が る 。 本 質 的 に 、 ス カ ー ト
２ ０ ４ の 直 径 が 増 大 す る の で あ る 。 こ の ス カ ー ト 膨 出 状 態 の 間 、 内 圧 が ス カ ー ト 内 面 ２ ２
０ に 作 用 す る 。 こ の ス カ ー ト 内 面 ２ ２ ０ に 作 用 す る 内 圧 が ス カ ー ト を 半 径 方 向 に 押 す 。 従
っ て 、 ス カ ー ト 内 面 ２ ２ ０ と 瓶 の 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ と が 接 触 し な く な る の で 、 そ れ ら の 間
の 密 封 が ゼ ロ ま で 減 少 し 得 る 。 ス カ ー ト 膨 出 状 態 の 間 、 キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ と キ ャ ッ チ
２ ２ ６ と の 間 、 よ り 特 定 的 に は キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ と 第 ３ 壁 部 第 １ 面 ２ ２ ７ と の 境 界 面
が 密 封 面 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 容 器 状 体 の 総 括
　 瓶 １ ０ ０ 内 の 圧 力 が 増 大 す る に 連 れ て 、 密 封 を も た ら す 表 面 が 移 り 変 わ っ て 行 く 。 こ こ
で 、 瓶 １ ０ ０ の 内 圧 が ゼ ロ か ら １ ０ ０ ｐ ｓ ｉ ま で 増 大 す る よ う な 事 例 を 、 発 生 す る 密 封 特
性 と の 関 係 で 説 明 す る 。 ゼ ロ 圧 力 状 態 （ 図 １ ０ ） で は 、 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ と ス カ ー ト 内 面
２ ２ ０ と の 間 の 接 触 に よ っ て 瓶 が 密 封 さ れ て い る 。 外 部 の 周 囲 圧 力 に 対 し て 瓶 内 の 圧 力 が
増 大 す る に 連 れ て 、 図 １ １ に 描 か れ た 天 板 膨 出 状 態 に 示 し た よ う に 、 天 板 ２ ０ ２ が 膨 出 し
始 め る で あ ろ う 。 天 板 ２ ０ ２ の 内 側 部 分 （ 下 面 ） ２ ０ ８ が 、 天 板 ２ ０ ２ の 膨 出 を 招 く よ う
な 内 圧 に さ ら さ れ る の で あ る 。 こ の 天 板 膨 出 状 態 に お い て は 、 天 板 ２ ０ ２ に 加 わ る 力 が 、
キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ と キ ャ ッ チ ２ ２ ６ と の 間 の 増 大 す る 接 触 力 に よ っ て 対 抗 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 瓶 １ ０ ０ 内 の 圧 力 が 増 大 し 続 け る と 、 図 １ ２ に 示 し た よ う な ス カ ー ト 降 伏 状 態 の 間 、 ス
カ ー ト ２ ０ ４ が 降 伏 す る で あ ろ う 。 こ の ス カ ー ト 降 伏 状 態 は 、 ス カ ー ト ２ ０ ４ の 外 力 許 容
特 性 を 超 え る 力 を 引 き 起 こ す よ う な 、 天 板 底 部 （ 下 面 ） ２ ０ ８ に 作 用 す る 内 圧 が 招 い た 結
果 で あ る 。 そ の よ う な 次 第 で 、 ス カ ー ト ２ ０ ４ が 距 離 「 Ｄ ２ 」 （ 図 １ ２ ） だ け 降 伏 す る （
引 き 延 ば さ れ る ） 。 天 板 ２ ０ ２ に 作 用 す る 力 が 増 大 し て い る の で 、 そ の 結 果 生 じ る キ ャ ッ
チ 密 封 面 １ ２ ６ と キ ャ ッ チ ２ ２ ６ と の 間 の 接 触 力 も 増 大 す る 。 ス カ ー ト 降 伏 状 態 の 間 、 第
１ 密 封 面 １ ２ ４ と ス カ ー ト 内 面 ２ ２ ０ と の 間 の 接 触 に よ っ て 瓶 １ ０ ０ が 密 封 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 圧 力 が 増 大 し 続 け る と 、 ス カ ー ト ２ ０ ４ は 、 ス カ ー ト 内 面 ２ ２ ０ と 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ と
の 間 の 接 触 を 維 持 す る 自 ら の 能 力 を 超 え た 内 圧 に さ ら さ れ る で あ ろ う 。 瓶 １ ０ ０ の 内 圧 が
、 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ と ス カ ー ト 内 面 ２ ２ ０ と の 間 の 接 触 力 よ り も 大 き い 力 を 発 生 さ せ る と
、 図 １ ３ の ス カ ー ト 膨 出 状 態 に 示 し た よ う に ス カ ー ト ２ ０ ４ が 半 径 方 向 に 撓 む 。 こ の ス カ
ー ト 膨 出 状 態 に お け る ス カ ー ト ２ ０ ４ の 撓 み が 、 図 １ ３ で 距 離 「 Ｄ ３ 」 と し て 描 か れ て い
る 。 ス カ ー ト 膨 出 状 態 の 間 、 内 圧 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ る 力 の 増 大 の 結 果 と し て 、 キ ャ ッ
チ 密 封 面 １ ２ ６ と キ ャ ッ チ ２ ２ ６ と の 間 の 接 触 圧 力 が 増 大 し 続 け る 。 ま た 、 ス カ ー ト 膨 出
状 態 の 間 、 キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ と キ ャ ッ チ ２ ２ ６ と の 間 の 接 触 に よ っ て 瓶 １ ０ ０ が 密 封
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 テ ー パ 状 密 封 面
　 本 発 明 の 装 置 は 少 な く と も １ つ の テ ー パ 状 密 封 面 に よ っ て 性 能 が 向 上 す る 、 と い う こ と
が 見 出 さ れ て い る 。 テ ー パ 状 に さ れ 得 る １ つ の 密 封 面 は 、 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ で あ る 。 テ ー
パ 状 に さ れ 得 る も う １ つ の 密 封 面 は 、 キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ で あ る 。 図 １ ４ ～ 図 １ ７ は 、
様 々 な テ ー パ 状 密 封 面 を 示 し て い る 。 図 １ ４ ～ 図 １ ７ に 示 す テ ー パ 状 密 封 面 の 角 度 は 図 示
の 目 的 の た め に 誇 張 さ れ て い る 、 と い う こ と が 特 記 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 王 冠 ２ ０ ０ と 瓶 １ ０ ０ と の 間 の 密 封 力 を 増 大 さ せ る た め に テ ー パ
状 の 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ を 設 け る こ と が で き る 。 こ の 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ は 、 ト ッ プ ・ フ ィ ニ
ッ シ ュ １ ２ ２ と キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ と で 異 な る ２ つ の 直 径 を 有 し 得 る 。 第 １ 密 封 面 １ ２
４ は 、 ト ッ プ ・ フ ィ ニ ッ シ ュ １ ２ ２ 付 近 で よ り 大 き い 直 径 を 、 キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ 付 近
で よ り 小 さ い 直 径 を 有 し 得 る 。 こ の 代 替 的 な 実 施 形 態 に お い て は 、 ス カ ー ト ２ ０ ４ に 、 第
１ 密 封 面 １ ２ ４ の テ ー パ と 本 質 的 に 適 合 す る 傾 斜 し た 内 面 ２ ２ ０ が 設 け ら れ 得 る 。 こ の 第
１ 密 封 面 １ ２ ４ の テ ー パ は 、 第 ３ 軸 線 ２ ２ ６ を 中 心 縦 軸 線 １ ４ ０ の 回 り に 回 転 さ せ る こ と
に よ っ て 画 定 さ れ る ス カ ー ト 密 封 基 準 形 状 で 描 写 さ れ る 。 記 述 の 目 的 の み の た め に 、 第 ３
軸 線 ２ ２ ６ は 以 下 で ス カ ー ト 密 封 基 準 線 ２ ２ ６ と 称 さ れ る 。 こ の ス カ ー ト 密 封 基 準 線 ２ ２
６ は 、 以 下 で ス カ ー ト 頂 点 ２ ２ ８ と 称 さ れ る 第 １ 頂 点 ２ ２ ８ に お い て 中 心 縦 軸 線 １ ４ ０ と
交 差 し 得 る 。 図 １ ４ に は 、 ス カ ー ト 密 封 基 準 線 ２ ２ ６ と 中 心 縦 軸 線 １ ４ ０ と の 間 の 角 度 を
表 す 、 以 下 で ス カ ー ト 角 度 ２ ２ ９ と 称 さ れ る 第 １ 角 度 ２ ２ ９ が 示 さ れ て い る 。 ス カ ー ト 密
封 基 準 線 ２ ２ ６ の 回 転 に よ っ て 、 そ の 上 に 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ の 少 な く と も 一 部 が 属 す る よ
う な 平 面 で あ る 、 ３ 次 元 の ス カ ー ト 密 封 基 準 形 状 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 天 板 ２ ０ ２ の 下 面 ２ ０ ８ 上 に 作 用 す る 内 圧 の 増 大 は 、 天 板 ２ ０ ２ お よ び 、 そ れ に 影 響 を
及 ぼ す よ う に 付 随 し た 全 て の 形 状 構 成 を 上 方 向 １ ４ ２ へ 移 動 さ せ る 。 天 板 ２ ０ ２ の 移 動 は
、 ス カ ー ト ２ ０ ４ の 上 方 向 １ ４ ２ へ の 伸 長 お よ び 移 動 に つ な が る 。 こ の ス カ ー ト ２ ０ ４ の
伸 長 お よ び 移 動 は 、 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ と ス カ ー ト 内 面 ２ ２ ０ と の 間 の 接 触 圧 を 増 大 さ せ る
。 こ の 接 触 圧 の 増 大 は 、 増 大 さ れ た 密 封 と い う 結 果 を も た ら す 。 こ の 代 替 的 実 施 形 態 に お
い て は 、 ス カ ー ト 角 度 ２ ２ ９ を 任 意 の 鋭 角 と す る こ と が で き る 。 し か し 、 ス カ ー ト 角 度 ２
２ ９ は 、 随 意 に ２ ０ 度 未 満 、 よ り 好 ま し く は 約 １ ～ ４ 度 、 最 も 好 ま し く は 約 ２ 度 と す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
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代 替 的 な 実 施 形 態



　 図 １ ５ に 示 す よ う に 、 王 冠 ２ ０ ０ の 密 封 力 を 増 大 さ せ る た め に テ ー パ 状 の 第 ２ 密 封 面 １
２ ６ を 設 け る こ と が で き る 。 こ の 第 ２ 密 封 面 １ ２ ６ も 、 キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ と 称 さ れ る
。 こ の キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ は 、 自 ら と キ ャ ッ チ ２ ２ ６ と の 間 の 接 触 の た め の 表 面 積 を 最
小 限 に す る よ う 、 傾 斜 を 付 け る こ と が で き る 。 こ の 代 替 的 実 施 形 態 に お い て は 、 キ ャ ッ チ
密 封 面 １ ２ ６ が 、 図 １ ６ に 示 す ス カ ー ト 膨 出 状 態 に お い て 王 冠 ２ ０ ０ の 輪 郭 と 合 う よ う に
角 度 が 付 け ら れ て い る 。 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 こ の キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ の テ ー パ は 、 天
板 ２ ０ ２ に 作 用 す る 圧 力 の 増 大 に 応 じ た 、 キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ と キ ャ ッ チ ２ ２ ６ と の 間
の 接 触 圧 の 増 大 と い う 結 果 を も た ら し 得 る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 下 で キ ャ ッ チ 密 封 基 準 線 ２ ７ ０ と 称 す る 第 ４ 基 準 線 ２ ７ ０ を 中 心 縦 軸 線 １ ４ ０ の 回 り
に 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 キ ャ ッ チ 密 封 基 準 形 状 が 画 定 さ れ 得 る 。 こ の キ ャ ッ チ 密 封 基
準 線 ２ ７ ０ は 、 キ ャ ッ チ 頂 点 ２ ７ ２ に お い て 第 ２ 軸 線 １ ５ ０ と 交 差 す る 。 図 １ ５ に は 、 キ
ャ ッ チ 密 封 基 準 線 ２ ７ ０ と 第 ２ 軸 線 １ ５ ０ と の 間 の 角 度 を 表 す 、 以 下 で キ ャ ッ チ 角 度 ２ ７
４ と 称 さ れ る 第 ２ 角 度 ２ ７ ４ が 示 さ れ て い る 。 キ ャ ッ チ 密 封 基 準 線 ２ ７ ０ の 回 転 に よ っ て
、 そ の 上 に キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ の 少 な く と も 一 部 が 属 す る よ う な 平 面 で あ る 、 ３ 次 元 の
キ ャ ッ チ 密 封 基 準 形 状 が 形 成 さ れ る 。 図 示 の 例 示 に お い て は 、 キ ャ ッ チ 角 度 ２ ７ ４ は 任 意
の 鋭 角 と す る こ と が で き る 。 し か し 、 キ ャ ッ チ 角 度 ２ ７ ４ は 、 ２ ０ 度 未 満 、 よ り 好 ま し く
は 約 １ ～ ４ 度 、 最 も 好 ま し く は 約 ２ 度 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ６ に 示 す 最 大 圧 力 状 態 （ ス カ ー ト 膨 出 状 態 ） に お け る 王 冠 ２ ０ ０ の 輪 郭 と 合 わ せ る
よ う に す る こ と で 、 ス カ ー ト ２ ０ ４ お よ び キ ャ ッ チ ２ ２ ６ に 加 わ る 曲 げ 応 力 を 最 小 限 に す
る こ と が で き る 。 ま た 、 キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ に 角 度 を 付 け る こ と で 、 密 封 に 対 し て 、 キ
ャ ッ チ ２ ２ ６ と キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ と の 間 の 最 大 表 面 積 が 与 え ら れ る 。 瓶 １ ０ ０ 内 部 の
内 圧 上 昇 は 、 キ ャ ッ チ ２ ２ ６ と キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ と の 間 の 表 面 積 に 、 上 述 し た 原 理 に
よ る 接 触 圧 の 増 大 を 受 け さ せ る の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 さ ら に 図 １ ５ に は 、 テ ー パ 状 の 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ と テ ー パ 状 の キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ と
を 有 す る 例 示 が 示 さ れ て い る 。 テ ー パ 状 の 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ は 、 低 圧 で は 密 封 を も た ら す
が 、 高 圧 で は 必 ず し も 密 封 を も た ら す も の で は な い 。 従 っ て 、 高 圧 で の 密 封 を も た ら す た
め に キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ が 利 用 さ れ て い る 。 即 ち 、 キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ は 、 高 圧 に あ
る 容 器 ９ ０ を 密 封 す る 能 力 を 備 え て い る 。 そ の よ う な 次 第 で 、 上 述 し た 原 理 に よ り 、 第 １
密 封 面 １ ２ ４ が 低 圧 で の 密 封 を も た ら し 、 キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ が 高 圧 で の 密 封 を も た ら
す の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 圧 力 軽 減 機 構
　 上 述 し た よ う に 、 密 封 容 器 ９ ０ は 、 そ の 内 圧 の 上 昇 を 引 き 起 こ す よ う な 状 態 を 被 り 得 る
。 そ の よ う な 状 態 は 、 例 え ば 容 器 の 撹 拌 や 温 度 上 昇 を 含 み 得 る 。 こ れ ら に よ る 密 封 容 器 ９
０ の 内 圧 変 動 を 最 大 限 、 制 限 す る た め に 、 圧 力 軽 減 （ 逃 が し ） 機 構 を 設 け る こ と が で き る
。 こ の 圧 力 軽 減 機 構 は 、 内 圧 を 所 定 の 圧 力 、 例 え ば １ ０ ０ ｐ ｓ ｉ に 制 限 し 得 る 。 瓶 １ ０ ０
は 、 １ ０ ０ ｐ ｓ ｉ を 超 え る 、 例 え ば １ ５ ０ ｐ ｓ ｉ の 圧 力 で 損 な わ れ 得 る と い う 理 由 で 、 そ
の 内 圧 を 制 限 す る こ と が 要 求 さ れ 得 る 。 そ の よ う な 次 第 で 、 瓶 １ ０ ０ が 損 な わ れ る 前 に 、
王 冠 ２ ０ ０ 、 即 ち 圧 力 軽 減 機 構 が 内 圧 を 逃 が し 得 る こ と を 確 保 す る た め の 安 全 マ ー ジ ン を
設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 内 圧 の 最 大 値 を 制 限 す る た め の １ つ の 機 構 は 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 密 封 容 器 ９ ０ 内 の
圧 力 が 所 定 の 最 大 値 に 達 し た 時 に 解 放 さ れ る 部 分 を ス コ ア ２ ５ ２ に 設 け る こ と で あ る 。 裂
け た ス コ ア ２ ５ ２ は 、 開 封 さ れ て 消 費 不 能 な 製 品 に は つ な が る が 、 圧 力 を 制 限 す る こ と は
確 保 し て く れ る 。 ま た 、 こ の 圧 力 軽 減 機 構 は 、 消 費 者 に 対 し て 視 覚 的 に 明 ら か と な り 得 る
。 他 の 圧 力 軽 減 機 構 も 熟 慮 さ れ て お り 、 そ れ を 代 替 的 に 組 み 込 む こ と も 可 能 で あ る 。 １ つ
の 例 は 、 キ ャ ッ チ ２ ２ ６ 上 に 形 成 さ れ る 脆 弱 部 分 で あ る 。 も う １ つ の 例 と し て は 、 ス コ ア
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に 類 似 し た 形 状 構 成 を ス カ ー ト ２ ０ ４ や 天 板 ２ ０ ２ 上 に 設 け る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ス
カ ー ト ２ ０ ４ 上 に 中 心 縦 軸 線 １ ４ ０ と 平 行 に 真 っ 直 ぐ な 溝 を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 押 込 み 作 動 式 タ ブ
　 図 １ ８ お よ び 図 １ ９ に 示 す も う １ つ の 代 替 的 実 施 形 態 に お い て は 、 タ ブ ２ ５ ８ を 引 っ 張
り 作 動 で は な く 、 押 込 み 作 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 代 替 的 実 施 形 態 に お い て は 、 タ ブ
２ ５ ８ に 、 さ ら に 片 持 梁 状 部 分 ２ ８ ０ お よ び 支 点 部 分 ２ ８ ２ が 設 け ら れ 得 る 。 図 １ ９ に 示
す よ う に 、 片 持 梁 状 部 分 ２ ８ ０ を 押 す こ と で 、 タ ブ ２ ５ ８ が 支 点 部 分 ２ ８ ２ の 回 り に 回 動
す る 。 こ の タ ブ ２ ５ ８ の 回 動 が ス コ ア ２ ５ ２ に 対 し て 応 力 を 加 え る 。 こ の ス コ ア ２ ５ ２ に
対 す る 応 力 が ス コ ア ２ ５ ２ の 強 度 を 超 え る や 否 や 、 こ れ に よ っ て 解 放 部 ２ ５ ０ が 引 裂 き 部
２ ５ ４ に お い て ス カ ー ト ２ ０ ４ か ら 部 分 的 に 解 き 放 た れ る 。 こ の 代 替 的 実 施 形 態 の 変 形 例
に お い て は 、 支 点 部 分 ２ ８ ２ を 省 略 す る こ と が で き る 。 こ の 変 形 例 で は 、 片 持 梁 状 部 分 ２
８ ０ を 押 す こ と で キ ャ ッ チ ２ ２ ６ の 回 り で の 回 動 を 生 じ さ せ 、 こ れ に よ り ス カ ー ト ２ ０ ４
か ら の ス コ ア ２ ５ ２ の 解 放 を 生 じ さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 リ ブ 付 き ス カ ー ト
　 図 ２ ０ お よ び 図 ２ １ に 示 す も う １ つ の 代 替 的 実 施 形 態 に お い て は 、 ス カ ー ト ２ ０ ４ に 、
リ ブ ２ ９ ０ ， ２ ９ ２ の よ う な 複 数 の リ ブ を 設 け る こ と が で き る 。 こ れ ら の リ ブ 、 例 え ば リ
ブ ２ ９ ０ は 、 ス カ ー ト ２ ０ ４ に 対 し て 追 加 的 な 厚 さ を も た ら し 、 ス カ ー ト 膨 出 状 態 （ 図 １
３ ） の 間 、 ス カ ー ト ２ ０ ４ の 膨 出 を 最 小 限 に す る こ と が で き る 。 ま た 、 王 冠 ２ ０ ０ に 対 し
て 金 属 仕 上 げ を 加 え る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ラ イ ナ ー
　 も う １ つ の 代 替 的 実 施 形 態 に お い て は 、 王 冠 ２ ０ ０ の ス カ ー ト 内 面 ２ ２ ０ と 天 板 下 面 ２
０ ８ 上 に ラ イ ナ ー （ 図 示 せ ず ） を 設 け る こ と が で き る 。 こ の ラ イ ナ ー は 、 密 封 を も た ら す
た め の 適 当 な 材 料 で 出 来 た 薄 い 層 と す る こ と が で き る 。 ラ イ ナ ー は 、 軟 質 ウ レ タ ン 、 軟 質
プ ラ ス チ ッ ク 、 ラ テ ッ ク ス 、 ゴ ム 等 と す る こ と が で き る 。 ラ イ ナ ー は 、 何 ら か の 不 完 全 性
が 存 在 す る で あ ろ う 第 １ 密 封 面 １ ２ ４ や キ ャ ッ チ 密 封 面 １ ２ ６ の よ う な 密 封 面 の い ず れ か
に 、 追 加 的 な 密 封 を も た ら し 得 る 。 ま た 、 ラ イ ナ ー は 、 密 封 容 器 ９ ０ の 内 側 １ １ ０ に 存 在
す る あ ら ゆ る 酸 素 を 消 滅 さ せ る の に 役 立 て ら れ る 脱 酸 素 剤 を 備 え て い て も よ い 。 こ の 代 替
的 実 施 形 態 の 変 形 例 に お い て は 、 王 冠 を 低 硬 度 の 材 料 で 製 造 す る と 共 に 、 王 冠 の 内 部 に 脱
酸 素 剤 を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス コ ア の 幾 何 学 形 状
　 も う １ つ の 代 替 的 実 施 形 態 に お い て は 、 ス コ ア ２ ５ ２ （ 図 ２ ） に 対 し て 変 更 さ れ た 幾 何
学 形 状 を 与 え る こ と が で き る 。 こ の 代 替 的 実 施 形 態 に お い て は 、 ス コ ア ２ ５ ２ が 変 化 す る
厚 さ を 有 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り ス コ ア ２ ５ ２ を 破 る の に 要 す る 力 が 変 化 し 得 る 。 そ
の よ う な 次 第 で 、 ス コ ア ２ ５ ２ の 引 裂 き 部 ２ ５ ４ に 近 い 部 分 が 、 ス コ ア ２ ５ ２ の 結 合 部 ２
５ ６ に 近 い 部 分 よ り も 容 易 に 破 ら れ る よ う に す る こ と が で き る 。 こ の 変 化 す る 幾 何 学 形 状
に よ っ て 、 瓶 １ ０ ０ 内 に 含 ま れ る 内 圧 が 制 御 さ れ た や り 方 で 解 放 さ れ る こ と を 確 保 す る こ
と が で き る 。 制 御 さ れ た や り 方 で の 圧 力 の 解 放 に よ っ て 、 圧 力 を 、 ス カ ー ト 内 面 ２ ２ ０ と
第 １ 密 封 面 １ ２ ４ と の 間 で 下 方 向 １ ４ ４ に 向 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 印 　 字
　 図 ２ １ に 示 す も う １ つ の 代 替 的 実 施 形 態 に お い て は 、 王 冠 天 板 ２ ０ ２ の 上 面 ２ ０ ６ に 印
字 ３ ０ ０ を 施 す こ と が で き る 。 そ の よ う な 印 字 ３ ０ ０ は 、 操 作 の 説 明 や リ サ イ ク ル の 指 示
を 含 み 得 る 。 さ ら に 、 印 字 ３ ０ ０ は 、 販 売 さ れ る 商 品 の 出 所 を 提 供 し 得 る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 の 容 器 を 密 封 す る た め の 装 置 お よ び 方 法 は 、 瓶 １ ０ ０ の よ う な 容 器 を 密 封 す る た
め の 費 用 的 効 果 に 優 れ た 解 決 手 段 を も た ら す 。 閉 鎖 部 材 ２ ０ ０ は 、 従 来 の 材 料 を 超 え る 多

10

20

30

40

50

(14) JP 2005-529031 A 2005.9.29



く の 利 点 を 有 し た 材 料 か ら 製 造 し 得 る 。 特 に 、 王 冠 ２ ０ ０ の よ う な プ ラ ス チ ッ ク 製 の 閉 鎖
部 材 は 、 従 来 の 鋼 鉄 製 の 王 冠 と 同 じ よ う に 環 境 状 態 の 影 響 を 受 け や す く は な い 。 さ ら に 、
瓶 １ ０ ０ は 触 感 に 優 し い デ ザ イ ン を 有 し 、 こ れ に よ っ て 消 費 者 の 受 け 入 れ や す さ が 改 善 さ
れ る 。 こ の 触 感 に 優 し い 瓶 １ ０ ０ の デ ザ イ ン は 、 い か な る ネ ジ 山 や そ の 他 の 突 起 も 有 し て
い な い の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 示 の 例 示 に お い て は 、 王 冠 ２ ０ ０ お よ び 瓶 １ ０ ０ の 幾 何 学 形 状 が 円 形 に 描 か れ て い る
。 例 示 し た 密 封 容 器 ９ ０ の 説 明 お よ び 図 面 は 円 形 の 幾 何 学 形 状 に 向 け ら れ て い る が 、 こ の
幾 何 学 形 状 は 変 形 さ れ 得 る 、 と い う こ と が 特 記 さ れ る 。 例 え ば 、 八 角 形 、 四 角 形 な い し 三
角 形 が あ る 。 ま た 、 図 面 で は 本 発 明 の 装 置 を 丸 み 付 け や 面 取 り な し で 描 い て い る 、 と い う
こ と が 特 記 さ れ る 。 瓶 角 部 １ ２ ８ （ 図 ５ ） の よ う な 、 瓶 １ ０ ０ お よ び 王 冠 ２ ０ ０ の 種 々 の
角 部 は 、 鋭 い 角 を 避 け る た め に 丸 み 付 け を 有 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 瓶 と 、 こ れ に 取 り 付 け ら れ た 王 冠 と を 有 す る 密 封 容 器 の 側 方 立 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 王 冠 の 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 し た 王 冠 の 平 面 図 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 し た 王 冠 の 側 方 立 面 図 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 し た 王 冠 の 、 瓶 に 取 り 付 け る 際 の 、 図 ３ に お け る ５ － ５ 線 に 沿 っ た 断 面
図 。
【 図 ６ 】 図 １ に 示 し た 王 冠 の 、 瓶 に 取 り 付 け ら れ た 後 の 、 図 ３ に お け る ６ － ６ 線 に 沿 っ た
断 面 図 。
【 図 ７ 】 ス カ ー ト か ら リ リ ー ス を 解 き 放 つ よ う に 破 ら れ た ス コ ア を 示 す 、 図 １ に 示 し た 王
冠 の 図 ３ に お け る ７ － ７ 線 に 沿 っ た 断 面 図 。
【 図 ８ 】 図 ７ の 王 冠 の 、 ス カ ー ト か ら リ リ ー ス を 解 き 放 ち 始 め る よ う タ ブ が 引 っ 張 ら れ た
後 の 斜 視 図 。
【 図 ９ 】 図 ８ の 王 冠 か ら の リ リ ー ス の 継 続 的 な 解 放 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 １ ０ 】 ゼ ロ 圧 力 状 態 に お け る 図 １ の 王 冠 お よ び 瓶 を 模 式 的 に 示 す 図 。
【 図 １ １ 】 天 板 膨 出 状 態 に お け る 図 １ の 王 冠 お よ び 瓶 を 模 式 的 に 示 す 図 。
【 図 １ ２ 】 ス カ ー ト 降 伏 状 態 に お け る 図 １ の 王 冠 お よ び 瓶 を 模 式 的 に 示 す 図 。
【 図 １ ３ 】 ス カ ー ト 膨 出 状 態 に お け る 図 １ の 王 冠 お よ び 瓶 を 模 式 的 に 示 す 図 。
【 図 １ ４ 】 テ ー パ 状 の 第 １ 密 封 面 を 有 す る 、 図 １ に 示 し た 王 冠 の 代 替 実 施 形 態 を 示 す 部 分
断 面 図 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の テ ー パ 状 第 １ 密 封 面 と 、 テ ー パ 状 の キ ャ ッ チ 密 封 面 と を 有 す る よ う な
、 図 １ に 示 し た 王 冠 の 代 替 実 施 形 態 を 示 す 部 分 断 面 図 。
【 図 １ ６ 】 テ ー パ 状 第 １ 密 封 面 お よ び テ ー パ 状 キ ャ ッ チ 密 封 面 を 有 す る 図 １ ５ の 王 冠 の 代
替 実 施 形 態 を 、 図 １ ３ の ス カ ー ト 膨 出 状 態 で 示 す 部 分 断 面 図 。
【 図 １ ７ 】 圧 力 軽 減 弁 を 有 す る よ う な 、 図 １ に 示 し た 王 冠 の 代 替 実 施 形 態 を 示 す 部 分 断 面
図 。
【 図 １ ８ 】 押 圧 式 解 除 タ ブ を 有 す る よ う な 、 図 １ に 示 し た 王 冠 の 代 替 実 施 形 態 を 示 す 斜 視
図 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ８ に 示 し た よ う な 押 圧 式 解 除 タ ブ を 有 す る 図 １ に 示 し た 王 冠 の 代 替 実 施 形
態 を 示 す 部 分 断 面 図 。
【 図 ２ ０ 】 王 冠 上 に 形 成 さ れ た 複 数 の リ ブ を 有 す る 、 図 １ に 示 し た 王 冠 の 代 替 実 施 形 態 を
示 す 側 方 立 面 図 。
【 図 ２ １ 】 図 ２ ０ に 示 し た よ う な 複 数 の リ ブ お よ び 王 冠 上 の 印 字 を 有 す る 、 図 １ に 示 し た
王 冠 の 代 替 実 施 形 態 を 示 す 平 面 図 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

(18) JP 2005-529031 A 2005.9.29



【 国 際 調 査 報 告 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19) JP 2005-529031 A 2005.9.29



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(20) JP 2005-529031 A 2005.9.29



フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(GH,GM,KE,LS,MW,MZ,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),EP(AT,
BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,IE,IT,LU,MC,NL,PT,SE,SK,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,
ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EC,EE,ES,
FI,GB,GD,GE,GH,GM,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KP,KR,KZ,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LV,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MZ,N
O,NZ,OM,PH,PL,PT,RO,RU,SD,SE,SG,SI,SK,SL,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,YU,ZA,ZM,ZW

(74)代理人  100110630
            弁理士　宮腰　健介
(72)発明者  フィリップ、ジュイ、ルーカス
            アメリカ合衆国コロラド州、ゴールデン、アントラー、レーン、１８７
Ｆターム(参考) 3E084 AA04  AA12  AA24  AA32  AB01  BA01  CA01  CC03  DA01  DB03 
　　　　 　　        DB13  DC03  FA09  FC07  FC08  GA08  GB08  KA12  LA05  LA17 
　　　　 　　        LD01 

(21) JP 2005-529031 A 2005.9.29


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

